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はじめに

この度は DCF-605PU シリーズをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
本書は、基板防湿剤塗布装置 DCF-605PU 基板コートモデルについて説明いたします。

安全に正しくお使いいただくために、本書をよくお読みいただき、十分に理解してから使用してください。
本書で使用しているイラストは、機能や手順、操作の説明を目的としており、本機と異なる場合があります。
あらかじめご了承ください。

免責事項

• DCF-605PU（以後、 本機と称します）の故障有無に関わらず、 本機をお使いいただいたことによって
生じた直接、 または間接的な損害に対して、 当社は一切の責任を負いません。

• 本機により塗布された製作物に対して生じた直接、 または間接的な損害に対して、 当社は一切の責任を
負いません。

• 弊社推奨品以外の装置などを使用すると、 火災、 または本機の破損事故のおそれがあります。 この場合
には保証の対象外となります。 また、 それに対して生じた直接、 または間接的な損害に対して、 当社
は一切の責任を負いません。

• 本機は防爆構造ではありません。
そのため、 ご使用になる塗布剤、 メンテナンス洗浄液の SDS を参照し、 適切な換気設備を設置してく
ださい。
換気設備がない状態での操作について、 安全は保障できません。
また、 引火性液体を取り扱う際は、 必ず除電してから操作してください。

電波障害自主規制

本機は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。本機
を家庭で使用すると、電波妨害を引き起こすことがあります。
この場合は、使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。
本機の接続に於いて、弊社指定のケーブルを使用しない場合は、VCCI ルールの限度を超えることが考えられ
ます。必ず、弊社指定のケーブルを使用してください。

VCCI-A

フィルム / ニードルコートセット

バルブ

フィルム
コート
ノズル

ニードル
コート
ノズル
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はじめに

テレビ / ラジオの受信障害について

本機稼働中は、高周波が発生しています。不適切な条件下で使用した場合、ラジオやテレビの受信障害を発生
するおそれがあります。特殊なラジオやテレビに対して、保証しておりません。
本機がラジオやテレビ受信の障害原因と思われましたら、本機の電源を切り、ご確認ください。電源を切り受
信障害が解消すれば、本機が原因と考えられます。
次の手順のいずれか、またはいくつかを組み合わせてお試しください。

• テレビやラジオのアンテナの向きを変え、受信障害の発生しない位置をさがしてください。
• この製品から離れた場所にテレビやラジオを設置してください。
• この製品とは別の電源供給路にあるコンセントにテレビやラジオを接続してください。

付属品について

別紙の「付属品リスト」を参照の上、付属品の確認をしてください。
不足している物、破損している物がありましたら、販売店または弊社営業所、コールセンターにお問い合わせ
ください。

本書に記載されている会社名、および商品名は各社の日本ならびにその他の国における商標、または登録商
標です。

本書の内容を無断で転載することは禁止されています。
©2021 株式会社ミマキエンジニアリング

All Rights Reserved.Copyright　
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安全にお使いいただくために

マーク表示について

本書では、マーク表示により操作上の注意内容を説明しています。注意内容により表示するマークは異なりま
す。各マーク表示の持つ意味をご理解し、本機を安全に正しくお使いください。

記号 名称 説明

警告

この指示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重傷
のおそれがある内容を示しています。必ずよくお読みになり、
正しくお使いください。

注意
この指示を無視して誤った取り扱いをすると、軽傷または中程
度の負傷のおそれがある内容を示しています。

注記
この指示を無視して誤った取り扱いをすると、財産の損害が発
生するおそれがある内容を示しています。

一般警告図記号
注意しなければならない事項を示しています。具体的な注意事
項はマークの中に描かれます。

一般強制指示図記号
実行しなければならない事項を示しています。具体的な指示内
容はマークの中に描かれます。

一般禁止図記号
してはいけない事項を示しています。具体的な禁止内容はマー
クの中に描かれます。

ヒント 知っておくと便利な事項を示しています。

参照情報
関連する内容の参照ページを示しています。
文字をクリックすると該当ページが表示されます。
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使用上の警告と注意

異常事態が発生したら

• 万一、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常
事態が発生したら、直ちに主電源を切り、電源
ケーブルを抜いてください。そのまま使用する
と、本機の故障、感電、または火災のおそれがあ
ります。煙が出なくなるのを確認してから、販売
店、お近くの弊社営業所、またはコールセンター
にお問い合わせください。お客様による修理は、
危険ですから絶対にしないでください。

• 塗布剤やメンテナンス洗浄液、その他本機で使用
されている液体が皮膚に付着してしまったとき
は、直ちに布などでふき取ってください。石鹸を
使用して、大量の水で洗い流してください。その
まま放置すると、皮膚が炎症をおこすおそれがあ
ります。皮膚に刺激や痛みを感じたときは、速や
かに医師の診断を受けてください。

• 塗布剤やメンテナンス洗浄液、その他本機で使用
されている液体が目に入ってしまったときは、直
ちに大量の清浄な流水で 15 分以上洗い流してく
ださい。コンタクトレンズを着用していて、容易
に外せる場合は、清浄な流水で 15 分以上洗い流
した後に外してください。まぶたの裏まで完全に
洗ってください。そのまま放置すると、失明や視
力低下のおそれがあります。目に刺激や痛みを感
じたときは、速やかに医師の診断を受けてくださ
い。

• 塗布剤やメンテナンス洗浄液、その他本機で使用
されている液体が口に入ってしまったり、飲み込
んでしまったときは、無理に吐かせず直ちにうが
いをして、速やかに医師の診断を受けてくださ
い。無理に吐かせると、吐いたものが気管に入る
おそれがあります。

• 蒸気を大量に吸い込んでしまったときは、新鮮な
空気の場所に移動して、暖かくして呼吸しやすい
姿勢で安静にしてください。症状が改善しない場
合は、速やかに医師の診断を受けてください。

• すぐに医師の診断を受けられない場合は、（財）
日本中毒情報センター 中毒 110 番に相談してく
ださい。
　　（大阪） 072-727-2499: 24 時間対応
　　（つくば） 029-852-9999: 9 ～ 21 時対応

電源に関するご注意

• 付属の電源ケーブルを使用してください。本機の
故障、感電、または火災のおそれがあります。な
お、本機以外の電気機器には使用できません。

• 電源ケーブルを抜くときは、必ずプラグを持って
抜いてください。電源ケーブルを引っ張るとケー
ブルが破損して、本機の故障、感電、または火災
のおそれがあります。

• 電源プラグにホコリなどが付着したまま使用し
ないでください。本機の故障、感電、または火災
のおそれがあります。

• 電源プラグの刃に金属などが触れないようにし
てください。本機の故障、感電、または火災のお
それがあります。

• 電源ケーブルを傷つけたり、加工しないでくださ
い。また、重い物をのせたり、加熱したり、引っ
張ったりしないでください。電源ケーブルが破損
して、感電、火災のおそれがあります。

• 延長コードの使用やタコ足配線をしないでくだ
さい。本機の故障、感電、または火災のおそれが
あります。

• 電源ケーブルの破損や芯線の露出、断線などが見
られる場合は使用しないでください。本機の故
障、感電、または火災のおそれがあります。

• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでくだ
さい。感電のおそれがあります。

• 電源ケーブルのプラグは、接地（アース）極性付
きのコンセントに接続してください。本機の故
障、感電、または火災のおそれがあります。

• コンセントの増設には、感電事故防止のため接地
（アース）工事が必要です。必ず電気工事士の免
許を持った人が電気工事をしてください。

• C 種接地工事（特別第 3 種接地工事）をしてくだ
さい。

• 本機の指定された電源仕様で使用してください。
• 電源ケーブルは、必ず本機の近くにある電源コン
セントに接続してください。また電源プラグの刃
を根元まで確実に差し込んでください。

• 電源ケーブルを接続する際には、電源コンセント
の入力電圧、ブレーカーの容量を確認してくださ
い。また、それぞれのケーブルはブレーカーが独
立している別の電源に接続してください。同じブ
レーカーにつながっているコンセントに接続す
ると、ブレーカーが遮断するおそれがあります。

• ブレーカーは常時オン にしておいてください。
• 本機の電源を再度オンに する場合は、電源をオ
フ にして 30 秒たってから行ってください。誤動
作の原因になります。

可動部に注意してください

• 可動部に顔や手など体の一部や作業の妨げにな
るような服装 ( ダブついた服装、装飾品など ) で、
本機に近づかないでください。ケガをするおそれ
があります。また長い髪の毛は束ねてください。

• 塗布中に、顔や手などを塗布パネルのそばに近づ
けないでください。
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塗布剤やその他本機で使用されている液体につ
いて

設置上のご注意

分解、 改造はしないでください

• 本機を分解したり、改造したりしないでくださ
い。本機の故障、感電、または火災のおそれがあ
ります。

レーザーモジュールに関するご注意

• 本機には、レーザーモジュールが搭載されていま
す。レーザーモジュールは、クラス１レーザー製
品です。

• ここに規定した以外の手順による制御及び調整
は、危険なレーザー放射の露光に結びつくことが
あります。

レーザーダイオードの
ピーク波長 : 655 nm
最大出力 : 2 mW
IEC60825-1:2014

• 自然水系、生活排水への漏洩流出を防いでくださ
い。一部成分において、水生生物に対する毒性が
あります。

• NFPA 30 クラス IA に該当する液体を使用しない
でください。

( 引火点 22.8 ℃未満 )
( 沸点 37.8 ℃未満 )

• 取り扱い前に必ず安全データシート（SDS）をご
覧ください。
https://japan.mimaki.com/supply/sds/

• 塗布剤やメンテナンス洗浄液、その他 本機で使用
されている液体を取り扱うときは、換気に十分注
意して、必ず付属の保護メガネ、手袋、マスクな
どを着用してください。塗布剤などの液体が跳ね
て、皮膚に付着したり、目や口に入ったりするお
それがあります。

• 手袋は消耗品です。付属の手袋が無くなりました
ら市販品をご使用ください。

• 子供が立ち入るおそれのある場所に保管しない
でください。

• 取り扱い後はよく手を洗ってください。
• 静電気放電に対する予防措置を講じてください。
• お客様自身で廃棄処分される場合は、産業廃棄物
処理業者、または関連法規、および地方自治体の
条例にしたがって処理してください。

• 塗布剤やメンテナンス洗浄液、その他本機で使用
されている液体は、他の装置で使用しないでくだ
さい。装置が破損するおそれがあります。

• 床から 1m 以内の低い場所に保管してください。
落下した場合に塗布剤、メンテナンス洗浄液、そ
の他本機で使用されている液体が飛散するおそ
れがあります。

• 密閉した状態で保管してください。
• 施錠して保管してください。
• 冷暗所で保管してください。
• 塗布剤について
(1) 換気の良い場所で保管してください。

• 引火する危険性 ( ガソリン、可燃性スプレー、ア
ルコール、シンナー、ラッカー、粉塵など ) のあ
る環境に本機を設置しないでください。本機は防
爆タイプではありません。爆発などのおそれがあ
ります。

• 本機の上や近くに花瓶、植木鉢、コップ、化粧
品、化学薬品、水などの入った容器、または小さ
な金属物を置かないでください。本機内部に浸入
すると、本機の故障、感電、または火災のおそれ
があります。

• 本機内部の掃除をサービス実施店に相談してく
ださい。本機内部にほこりがたまったまま長い間
掃除をしないと、火災や故障の原因になります。
なお、本機内部の掃除費用については販売店また
はサービス実施店に相談してください。

• 湿気の多い場所や水のかかる場所に本機を設置
しないでください。本機の故障、感電、または火
災のおそれがあります。

• 本機に子供を近づけないでください。

• 本体の上に乗らないでください。故障の原因とな
ります。

• 換気の悪い部屋、もしくは密閉された部屋に設置
する場合は、必ず換気装置を設けてください。

• 排気口施工時には、必ず以下の内容をお守りくだ
さい。

(1) 排気口の設置については各国の地域の EHS
（Environmental, Health and Safety）ガイドラ
インにしたがってください。

(2) 排気口に閉鎖弁などを設置する場合、本機使
用時は必ず閉鎖弁を開けてください。
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• ホコリ、粉塵のある場所に設置しないでくださ
い。本機の内部に浸入すると、故障や塗布不良の
おそれがあります。

• エアコンなどの風があたる場所に設置しないで
ください。本機の内部にホコリや粉じんなどが浸
入するおそれがあります。また、塗布品質に影響
を及ぼす場合があります。

• 不安定な場所や振動が発生する場所に設置しな
いでください。故障や塗布不良のおそれがありま
す。

• 直射日光などで、塗布パネル面の温度が 60 ℃を
越えるような場所には設置しないでください。塗
布パネルが変形したり、故障の原因になります。

• 温度変化が激しい場所に設置しないでください。
塗布不良のおそれがあります。

• 水平でない場所で使用しないでください。本機が
傾いていると、正常な結果を得ることができませ
ん。また、故障の原因になります。

• ノイズを発生する大型の機械が置いてある場所
に設置しないでください。

• 動作可能環境 : 15 ~ 30 °C 、35~65% Rh ( 結露な
きこと )

• 精度保証範囲 : 18 ~ 25 °C、35~65% Rh ( 結露な
きこと )
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警告ラベル

本機には警告ラベルが貼ってあります。警告ラベルの内容を十分理解してください。
警告ラベルが汚れて読めなくなったり、剥がれた場合は、新しい警告ラベルを販売店または弊社営業所にてお
買い求めください。

注文番号 : M902667 注文番号 : TSG-K100D 注文番号 : M916978

注文番号 : M916975 注文番号 : M903239 注文番号 : M907935
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警告ラベル

注文番号 : M903330 注文番号 : M917385

注文番号 : M906115

注文番号 : M902663
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